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予算決算委員会総務文教分科会会議記録 

（補正予算審査） 

１．日 時 令和４年１０月２８日（金）  １３時２８分開議 

令和４年１０月２８日（金）  １４時２３分散会 

２．場 所 議員協議会室 

３．出席議員 向井千尋座長、原田豊彦副座長、足立義則議員、 

安井博幸議員、隅田雅春議員、小畠政行議長 

４．欠席議員 なし 

５．参考人 なし 

６．傍聴人 なし 

７．会議に付した事件 

・議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

８．議事の経過 

 

向井座長 挨拶 

 

向井座長 開議宣告 

 

１３：２８ 開議 

 

 

■企画総務部 

 日程第１ 議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

 

【主な説明】 

企画総務部創造都市課より説明 

 

【主な質疑】 

安井委員   中学 3 年生で人数が 300 人余りということですが、2000 円のチャー

ジとして掛け算をしたら、それだけで 66万ほどになります。カードその

ものをつくる費用はどうなっているのですか。 
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企画総務部  ニコパカードの作成費については、今回は全くかかりません。あくま

でチャージ分の 2000円だけです。カードの作成費は一切かかりません。

バス事業者で負担するということになりますので、予算的には 2000 円

のチャージ料金だけになります。 

 

安井委員   神姫バスのカード代が 500円ぐらいはかかると思うんですけどそれは

負担してくれるということですか。 

 

企画総務部  そのとおりです。 

 

企画総務部  本来ですと 500円のデポジットという形で預かり金が、ＩＣＯＣＡと

かでもかかるんですけれども、今回の場合は、2000円を使っていただく

という形で、2000円をチャージされたものを、ウイング神姫に配慮いた

だきまして、作成していただくということになっております。 

 

安井委員   中学 3 年生にされたということは高校進学を控えて、高校生になって

バスを利用してほしいということなんですが、3 年生だけになったとい

うのは予算的に厳しいからなのか。その辺りの検討内容をお願いします。 

 

企画総務部  バス事業者への支援ということで、もう少し範囲を広げられたらとい

うところもありますが、まずは高校進学となる中学 3 年生に配布させて

いただいて、今年からは高校生のバス利用の支援ということで、バス路

線の時間の変更等も行い多くの高校生に乗っていただこうという趣旨で

進めていることもありますので、まずは高校進学となる中学 3 年生に使

っていただきたいということで、今回は中学 3 年生とさせていただきま

した。 

 

向井座長   中学 3 年生に限らず、バスに乗るということが日常的には無くて車の

生活になっていると思います。また、中学生は自転車とかを使うと思い

ますので、本当に使ってもらえるのかなということが、心配なんですが、

何かその対策のようなことはされるんでしょうか。 

 

企画総務部  中学 3 年生を対象にしていますので、まずは教育委員会の校長会で、

説明をさせていただいて、まだ案の段階ですが、各中学校に出向きまし

て説明をさせていただくことも考えておりますので、1 人でも多くの方
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がバスを利用していただけるように進めていきたいと考えています。 

 

安井委員   配布されるのが中学 3 年生だけなので、この通信運搬費は郵送という

ことだと思うのですが、例えば学校単位で中学 3 年生のクラスに配布す

れば、通信運搬費は節約できると思うのですがその辺りはどうですか。 

 

企画総務部  郵送料については、学校側と調整をいたしまして、協力をいただける

ということでしたら、学校を通して配布するという方法もとれると思い

ます。 

その場合は郵送料の削減にもつながると思いますので、そこは、中学

校と十分調整をしながら、できるだけそういう形をとっていけるように

進めて行きたいと思います。 

 

 

■こども未来部 

 日程第１ 議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

 

【主な説明】 

こども未来部保育教育課より説明 

 

【主な質疑】 

安井委員   6ページの時間外手当ですが、手作業でということですが、2か月分の

金額があったのをゼロにするだけではないのですか。無償化するという

ことは払わないわけだからなぜ事務費がかかるのか。説明をお願いしま

す。 

 

保育教育課  3 歳児と認定こども園の 2 号認定園児の給食費につきましては、おや

つ代等も含まれています。 

給食教材への支援ということで、おやつ代や土曜日給食等につきまし

ては、軽減の対象外としておりますので、その分については徴収をいた

します。その金額の精査に事務の増加があります。 

 

安井委員   よくわかりました。これまでの事務に別の事務が追加するのですが、

それは全て残業で対応されるのか。臨時職員を雇って対応されるのかそ

の辺りを教えてください。 
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保育教育課  全て現在いる職員で通常の業務が終了した後に、この作業にかかる予

定にしております。通常の業務内でできればそれでいいのですが、通常

の業務内には収まらないと思っておりますので、予算の要求をしており

ます。 

 

向井座長   今回の無償化は 3 歳児から 5 歳児という説明でしたが、0 歳から２歳

児に関しての支援はされないのですか。 

 

保育教育課  0 歳児から 2 歳児の給食の考え方ですが、栄養摂取することを主にし

ております。3 歳児からは給食で食育をするというように考えておりま

すので、３歳児から 5歳児につきましては、食育の教材という考え方で、

無償化をすることにしているのですが、0 歳児から 2 歳児につきまして

は、栄養摂取を主にしているということと、0 歳児から 2 歳児について

は在園児だけではなく、在宅育児の方も多くいらっしゃいます。 

平等性という観点から考えますと補助する必要が、在宅園児にも生じ

てくると思われますが、先ほど部長からも話があったように、既に子育

て企画課によるクーポン配布も行われておりますので、今回は補助の対

象とはしておりません。 

 

安井委員   児童福祉一般事務費の件なんですが、説明いただいたように手作業で

一人一人違うということで、非常に大変であるということは理解したの

ですが、それによって、例えば計算間違いというのは生じる可能性が高

くなると思います。その辺りをダブルチェックするとかそのようなこと

をされる予定はあるのか、計算ミスを防ぐことに対してはどういうこと

を考えているのか。その辺りの説明をお願いできますか。 

 

保育教育課  金銭に関わるものでございますので、きっちりとした計算であったり、

入力、引き落とし間違い等がないようにというところはしっかり行いた

いと思っております。 

やはり、ほかの事務でもそうですが、ダブルチェックと今おっしゃっ

ていただきましたように、複数の者できっちりとチェックをしていくこ

とを考えております。そういったことも含めて時間外勤務手当の増額の

要求をさせていただいております。 

 

 

■学校教育部 
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 日程第１ 議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

 

【主な説明】 

学校教育部東部給食センターより説明 

学校教育部学事課より説明 

 

【主な質疑】 

隅田委員   学校給食費の件ですが、テレビ等見ておりましたら、物価高騰が年明

けに更に上がるということで電気代やサラダ油代とかそういったもの

が、軒並みに上がってくるというような、報道を聞いておりまして、例

えば今の一食の費用は今の原価で計算されていると思うのですが、減額

するのは来年の 1月と 2月分ということで、物価が上がってきて、その

間の誤差が生じてくるというようなことは想定しているのですか。 

 

学校教育部  今回、減額する分でございますが、賄い材料費に充当いたしまして、

その分はそのまま材料として見込んでおります。ただ、物価の高騰が、

以前にも申し上げましたが、起こった場合には、また補正をお願いする

ということがあるかもしれません。 

 

■行政経営部 

 日程第１ 議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

 

【主な説明】 

行政経営部財政課より説明 

 

【主な質疑】 

安井委員   今回の補正予算は 1 億 4000 万円ほどですが、追加資料の 3 ページに

ある 6億 5000万円は、本年度の交付金の合計が 6億 5000 万円というよ

うに理解していいんですか。 

 

行政経営部  安井委員おっしゃるとおりでございます。これまで 3 回補正予算をお

世話になりましたが、合計で 6億 4632万 7000円ということです。 

 

安井委員   100％執行すれば予定どおりとなりますが、執行できない場合は、基

本的には返還しなければいけないから、返さなくてよいように、他の事

業に振り替えたりということを、財政課としては考えているというよう
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に理解していいのですか。 

 

行政経営部  おっしゃるとおりでございまして、限度額として示されている交付金

を、100％活用させていただくようにするために、工夫をしながら取り

組んでいきたいと考えております。 

 

安井委員   最初の計画に対して、どのぐらいの割合で、振り替えたりしていかな

ければならないと思ったらよいのですか。 

 

行政経営部  現在、まだ執行中でして、クーポン等も実際に動いてるところですの

で、まだ詳細な額というのは把握できていないところです。 

国の申請等も 12 月ごろまでは申請ができますので、もう少し状況を

見ながら進めていきたいと思います。現在のところ、私どもの考えでは、

そんなに不用額は出ないというように考えております。 

 

【分科会】 

■議員協議 

議員間で議論・確認等をしておいた方がよいこと等があれば発言をお願

いします。 

――  発言なし  ―― 

 

■意向確認 

 

  日程第１ 議案第６１号 令和４年度丹波篠山市一般会計補正予算（第１２号） 

 

――  修正・反対等の意見なし  ―― 

 

 向井座長  この結果と、本日の執行部との質疑応答及び議員共有を含めた形で、

分科会の座長報告を行いたい。報告については座長に一任いただきたい。 

 

――  異議なし  ―― 

 

向井座長  また会議録等については事務局に調整させ正副座長において内容確認を

行いたい。 

 

――  異議なし  ―― 
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原田副座長 挨拶 

 

向井座長 散会宣告 

 

１４：２３ 散会 

 

 

 


